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４．３．２　使用環境設定

ここでは、受注側クライアント機能のインストール後に実施する各種設定について

説明します。

また、リソースファイル（XSL ファイルや EXCEL 帳票テンプレートファイル等）が

更新された場合や障害復旧のために、ファイルを登録する方法についても説明しま

す。

　・サーバ証明書の登録と削除の手順　…………………………………　(1)参照

　・帳票テンプレートの確認手順　………………………………………　(2)参照

・ 受注側クライアントのリソースファイルの登録手順　……………　(3)参照

　　注）トランスレータ変換ルールの登録も本手順により行う。

　・画面用リソースファイルのカスタマイズ手順　……………………　(4)参照

　・帳票テンプレートのカスタマイズ手順　……………………………　(5)参照
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４．３．２ 使用環境設定 （１）サーバ証明書の登録と削除の手順 1/7

（A） 接続先サーバの証明書をインストールします

（a） IE を起動し、EDI サーバに接続します。

（b） ｢セキュリティの警告画面」が表示されます。

① URL に証明書登録対象 EDI サーバ

の URL を入力します。

② URL を確認後、【Enter】キーをクリ

ックします。

③ [OK]ボタンををク

リックします。

① [証明書の表示 ]

ボタンををクリ

ックします。
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４．３．２使用環境設定 （１）サーバ証明書の登録と削除の手順 2/7

（c） ｢証明書画面｣が表示されます。

（d） ｢証明書マネージャのインポートウィザードの開始画面｣が表示されます。

① [証明書のインストール]

ボタンををクリックしま

す。

① [次へ]ボタンををクリッ

クします。
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４．３．２使用環境設定 （１）サーバ証明書の登録と削除の手順 3/7

（e） ｢証明書ストアの選択画面｣が表示されます。

（f） ｢証明書マネージャのインポートウィザードの完了画面｣が表示されます。

② [次へ]ボタンををクリッ

クします。

① 「証明書の種類に基づいて、自動的に証明書ストアを

選択する」が選択されていることを確認します。

① [完了]ボタンををクリッ

クします。
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４．３．２使用環境設定 （１）サーバ証明書の登録と削除の手順 4/7

（g） ｢ルート証明書ストア画面｣が表示されます。

① [はい]ボタンををクリッ

クします。

<補足説明>

以下のメッセージが表示されます。

以下のメッセージが表示されたら、証明書のインストールは完了です。

[OK]ボタンをクリックして下さい。
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４．３．２使用環境設定 （１）サーバ証明書の登録と削除の手順 5/7

（B） 接続先サーバの証明書を削除します。

（a） IE を起動します。

（b） ｢インターネットオプション画面｣を表示します。

① [ツール（T）]→[インターネット

オプション（O）]を選択します。

① [コンテンツ]タブを選択します。
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４．３．２使用環境設定 （１）サーバ証明書の登録と削除の手順 6/7

（c） ｢証明書マネージャ画面｣を表示します。

（d） ｢証明書マネージャ画面｣が表示されます。

① [証明書]ボタンをクリックし

ます。

② [証明書]ボタンをクリックし

ます。
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４．３．２使用環境設定 （１）サーバ証明書の登録と削除の手順 7/7

（e） 削除対象の証明書を選択し、削除します。

（f） 削除後に確認メッセージが表示されます。

<補足説明>

以下のメッセージが表示されたら、[ＯＫ]ボタンをクリックして下さい。

④ 削除対象の証明書を選択し

ます。

② [削除]ボタンをクリックしま

す。

③ [はい]をクリックします。
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４．３．２ 使用環境設定 （２）帳票テンプレートの確認 1/7

（C） 本システムの帳票は、全て Excel にて作成されています。印刷可能エリアが、

ご使用のプリンタに依存して変化するため、帳票テンプレートのプレビューを

表示してレイアウトに問題が無いかを確認します。

エクスプローラから帳票テンプレートファイルを開きます。

①対象ファイル上で右クリックし、ショ

ートカットメニューを表示します。

②［開く(o)…］をクリックします。

<補足説明>

帳票テンプレートファイルは以下のフォルダに格納されています。

＄インストールフォルダ¥excel

$インストールフォルダは、受注側クライアントプログラムをインストールしたフ

ォルダを示します。

通常は、　c:¥Program Files¥EDIClient　です。
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４．３．２ 使用環境設定 （２）帳票テンプレートの確認 2/7

<補足説明>

帳票テンプレートファイル名と帳票名の対応一覧を以下に示します。

帳票テンプレートファイルのレイアウト確認は、各テンプレートファイルについて実施し

ます。

ファイル名 帳票名 ページ数
C1-JP.xlt 見積依頼書 1
C2-JP.xlt 見積書・諸掛り 2
C3-JP.xlt 注文一覧 1
C4-JP.xlt 注文書 1
C5-JP.xlt 納期回答書 1
C6-JP.xlt 買掛金計上通知書 1
C7-JP.xlt 納品書検査表・受領書 1
C8-JP.xlt 入荷明細 1
C9-JP.xlt 検査明細 1
C10-JP.xlt 検収明細 1
C11-JP.xlt 注文残高一覧 1
C12-JP.xlt 注文残高明細 1
C13-JP.xlt 納期確認書 1
C14-JP.xlt 円貨確定依頼一覧書 1
C15-JP.xlt 円貨確定書 1
C16-JP.xlt 見積依頼一覧書 1
C17-JP.xlt 納品ラベル 1

日本語

ファイル名 帳票名 ページ数
C1-US.xlt Request for Quotation 1
C2-US.xlt Freigt & Inland Charge 2
C3-US.xlt Purchase Order List 1
C4-US.xlt Purchase Order 1
C5-US.xlt Delivery date confirmation 1
C6-US.xlt Notice of Account payable 1
C7-US.xlt Bill of Delivery 1
C8-US.xlt Details Receipt 1
C9-US.xlt Details Insp. 1
C10-US.xlt Detail Accept 1
C11-US.xlt order balance list 1
C12-US.xlt order balance 1
C13-US.xlt delivery date confirmation 1
C14-US.xlt Request for InvoiceList 1
C15-US.xlt Invoice 1
C16-US.xlt Request for quotation list 1
C17-US.xlt Label 1

英語
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４．３．２ 使用環境設定 （２）帳票テンプレートの確認 3/7

（D） プレビューを表示します。

①［プレビュー］ボタンをクリックします。

<補足説明>

［ファイル（Ｆ）］－［印刷プレビュー（Ｖ）］でもプレビューを表示できます。

<補足説明>

Excel ウィンドウが最大化されていない場合、［最大化］ボタンをクリックして

Excel ウィンドウを最大化するとプレビュー画面が見やすくなります。

①［最大化］ボタン



6-4-3-29

４．３．２ 使用環境設定 （２）帳票テンプレートの確認 4/7

（E） レイアウトを確認します。

①レイアウトに問題があ

る場合、［設定(S)…］ボ

タンをクリックして、

［ページ設定］ダイア

ログを表示します。

①レイアウトに問題が無

い場合、［閉じる(C)］

ボタンをクリックし

て、印刷プレビューを

終了します。

<補足説明>

ここで、「レイアウトに問題がある」とは、本来 1 ページに表示されなければなら

ない帳票が各プリンタに依存して変化する印刷可能エリアの影響で 2 ページに渡

り表示されてしまうことを言います。

それぞれの帳票テンプレートが本来、何ページで表示されるべきかは、

（Ａ）の補足を参照してください。



6-4-3-30

４．３．２ 使用環境設定 （２）帳票テンプレートの確認 5/7

（F） 必要に応じて拡大縮小率を変更します。

①レイアウトに問題がある場

合、［拡大/縮小(A)］テキスト

ボックスの値を小さくしてレ

イアウトを調整します。

①［OK］ボタンをクリックして

設定を印刷プレビューに反映

します。

<補足説明>

レイアウトの調整が完了したら、印刷プレビューを終了します。

詳細は（Ｃ）を参照してください。
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４．３．２ 使用環境設定 （２）帳票テンプレートの確認 6/7

（G） 帳票テンプレートファイルを上書き保存します。

①［ファイル(F)］－［上書き保

存(S)］を選択します。

② [ファイルの種類(Ｔ)］で、”テンプ

レート(*.xlt)”を選択します。

④ ［ファイル名(Ｎ)］で、対象

の帳票テンプレートファイル

名を指定します。

③ ［保存先(Ｉ)］で、対象の帳

票テンプレートファイルが保

存されているフォルダを選択

します。

⑤ ［保存(Ｓ)］ボタンをクリッ

クします。
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４．３．２ 使用環境設定 （２）帳票テンプレートの確認 7/7

（H） Excel を終了します。

②［ファイル(F)］－［終了(X)］

を選択して、Excel を終了しま

す。
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４．３．２使用環境設定
（３）受注側クライアントプログラムのリソース

ファイルの登録手順
1/6

（A） 受注側クライアントプログラムのリソースファイルを登録します。

尚、画面から詳細データを CSV 保管する際に使用されるトランスレータの変

換ルールファイルの登録は、本機能を利用して実施します。

（a） 「スタート」メニューより、「プログラム」→「航空機業界標準 EDI シス

テム」→「ファイル登録」を実行して、「ファイル登録画面」を起動します。
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４．３．２使用環境設定
（３）受注側クライアントプログラムのリソース

ファイルの登録手順
2/6

（b） データ種別を選択し、登録するファイルをダイアログから選択します。

①登録するファイルの種類を選

択します。
②[ファイル選択]ボタンをクリックし、「ファ

イルを開くダイアログ」を表示します。

<補足説明>

受注側クライアントのエラー対処方法で、ファイルの再セットアップを行う場合、

この画面から再セットアップを実行します。再セットアップに必要なファイルは、

４．３．１　パッケージ内容を確認して、パッケージから取得してください。

登録するファイル名は、必ず４．３．１　パッケージ内容に記載されているファ

イル名と同じにして下さい。
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４．３．２使用環境設定
（３）受注側クライアントプログラムのリソース

ファイルの登録手順
3/6

<補足説明>

インストール直後の状態では、下記内容のトランスレータ用変換ルールファイル

が登録されています。

＜項目変換ルールファイル＞

・ XML→非 XML（CSV 形式／項目名あり）

・ 全ての情報区分／項目の変換ルール

＜コード変換ルールファイル＞

・ コード変換なし（そのままのコードで出力される）

上記トランスレータ用変換ルールファイルを、ユーザで任意に作成したトランス

レータ用変換ルールファイルに変更したい場合は本機能を利用し登録（置き換え）

を実施して下さい。

データ種別は、どちらも［トランスレータコード変換ルールファイル]です。

ファイル名は下記に従ってください。

・項目変換ルールファイル：xtoc.trl

・コード変換ルールファイル：code.crl

ユーザで任意に作成する項目変換ルールファイルは、全ての情報区分に対して変

換ルールを登録してください。この条件が満たされない場合、受注側クライアン

トのファイル出力機能が正常に動作しない時があります。
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４．３．２使用環境設定
（３）受注側クライアントプログラムのリソース

ファイルの登録手順
4/6

（c） 一覧にて選択したファイルを登録します。

①一覧に表示されているファイルから登録するファイルを選択し、

[ファイル登録ボタン]をクリックします。

②[OK]ボタンをクリックします。

<補足説明>

ファイルの登録先に同名のファイルが存在する場合は、上書き登録となります。
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４．３．２使用環境設定
（３）受注側クライアントプログラムのリソース

ファイルの登録手順
5/6

（d） 一覧に表示されているファイルを、一覧から削除します。

①一覧で選択されているファイルを一覧から削除し

ます。

①一覧に表示されている全ファイルを一覧から削除

します。
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４．３．２使用環境設定
（３）受注側クライアントプログラムのリソース

ファイルの登録手順
6/6

（e） 「ファイル登録画面」を終了します。

①[終了]ボタンをクリックしま

す。
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４．３．２使用環境設定
（４）画面表示用リソースファイルのカスタマイ

ズ
1/5

（B） 画面表示用リソースファイルをカスタマイズすることにより、画面名や項目

名、ボタン名など、画面上に表示されている名称を変更することができます。

以下に、画面名とリソースファイル名の対応を示します。

画面名 画面表示用リソースファイル名
ログイン CW010.xml
メインメニュー CW030.xml
見積依頼情報一覧画面 CW040.xml
見積依頼情報詳細画面 CW050.xml
見積回答情報作成画面 CW060.xml
見積回答情報詳細画面 CW061.xml
見積回答諸掛情報画面 CW070.xml
見積依頼情報選択画面 CW080.xml
見積回答詳細入力画面 CW090.xml
見積回答情報一覧画面 CW100.xml
注文情報一覧画面 CW110.xml
注文情報詳細画面 CW120.xml
注文残高情報一覧画面 CW130.xml
注文残高情報詳細画面 CW140.xml
納期確認情報一覧画面 CW150.xml
納期確認情報詳細画面 CW160.xml
納期回答作成画面 CW170.xml
納期回答情報一覧画面 CW180.xml
納期回答詳細入力画面 CW190.xml
納期回答情報詳細画面 CW191.xml
納品書／出荷情報作成画面 CW200.xml
納品書／出荷情報一覧画面 CW210.xml
納品書／出荷情報詳細画面 CW220.xml
入荷情報一覧画面 CW230.xml
入荷情報詳細画面 CW240.xml
検査情報一覧画面 CW250.xml
検査情報詳細画面 CW260.xml
検収情報一覧画面 CW270.xml
検収情報詳細画面 CW280.xml
円貨確定依頼情報一覧画面 CW290.xml
円貨確定依頼情報詳細画面 CW300.xml
円貨確定情報作成画面 CW310.xml
円貨確定詳細入力画面 CW311.xml
円貨確定情報一覧画面 CW320.xml
円貨確定情報詳細画面 CW330.xml
買掛金計上通知情報一覧画面 CW340.xml
通信履歴画面 CW370.xml
通信履歴保存／削除画面 CW372.xml
パスワード変更画面 CW400.xml
メーカ情報設定画面 CW410.xml
メニュー表示情報変更画面 CW411.xml
一括処理設定画面 CW412.xml
メーカ情報変更画面 CW413.xml
共通コード表画面 CW490.xml
一括送受信画面 CW500.xml
一括送受信設定画面 CW510.xml
回答詳細情報画面 CW600.xml
ファイル登録画面 clientsetup.xml
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４．３．２使用環境設定
（４）画面表示用リソースファイルのカスタマイ

ズ
2/5

（C） リソースファイルのカスタマイズ手順を示します。具体例として、メインメ

ニューの画面名、及び［中止］ボタンの名前を変更します。

（a） メインメニューのリソースファイル（CW030.xml）を開きます。

<補足説明>

画面表示用リソースファイルは以下のフォルダに格納されています。

＄インストールフォルダ¥rcxml

$インストールフォルダは、受注側クライアントプログラムをインストールしたフ

ォルダを示します。

通常は、　c:¥Program Files¥EDIClient　です。

<注意事項>

画面表示用リソースファイルは、文字コードが UTF-16 の XML ファイルです。

必ずUTF-16に対応したXMLファイル編集ツールまたはテキストエディタを使用

してください。

<注意事項>

カスタマイズを行う前に、必ずバックアップとして、ファイルのコピーを取って

ください。カスタマイズに失敗した場合は、（３）受注側クライアントプログラム

のリソースファイルの登録手順に従って復旧して下さい。
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４．３．２使用環境設定
（４）画面表示用リソースファイルのカスタマイ

ズ
3/5

（b） 該当箇所を修正してファイルに保存します。

（c） 修正した画面を表示して、変更内容を確認します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-16"?>

<!-- edited with XML Spy v2.5 NT  - http://www.xmlspy.com -->

<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="rcdisp.xsl" ?>

<cont xmlns:dt="urn:schemas-microsoft-com:datatypes">

<form>

<name>frmCW030</name>

<caption>

<jp>メインメニュー</jp>

<us>Main Menu</us>

</caption>

<buttons>

<item>

<name>cmdReload</name>

<caption>

<jp>再読込(&amp;L)</jp>

<us>Re&amp;load</us>

</caption>

</item>

<item>

<name>cmdReturn</name>

<caption>

<jp>戻る(&amp;R)</jp>

<us>&amp;Return</us>

</caption>

</item>

<item>

<name>cmdCancel</name>

<caption>

<jp>中止(&amp;S)</jp>

<us>&amp;Stop</us>

</caption>

</item>

</buttons>

</form>
</cont>

②名称を変更します。

①名称を変更します。
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４．３．２使用環境設定
（４）画面表示用リソースファイルのカスタマイ

ズ
4/5

<注意事項>

ユーザが変更可能な箇所は、以下のように<Cpation>タグの下にある、<jp>タグ及び<us>

タグに定義されている表示名のみです。その他のタグに定義されているデータは変更し

ないで下さい。画面が正しく表示されなくなる可能性があります。

<Cpation>

<jp>日本語モード表示名</jp>

<us>英語モード表示名</us>

</Caption>

<補足事項>

画面上の項目が多すぎて、画面上の名称とリソースファイルの名称の対応がわかりにく

い場合、以下のリソースファイル作成基準を参考にして下さい。

画面名 <form>の直下に定義

メニュー名 <menus>以下に定義

フレーム名 <frames>以下に定義

ラベル名 <labels>以下に定義

チェックボックス <check>以下に定義

オプションボタン <options>以下に定義

ボタン <buttons>以下に定義

表の列名 <tdbgrid>の下の<column>以下に定義
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４．３．２使用環境設定
（４）画面表示用リソースファイルのカスタマイ

ズ
5/5

<補足事項>

日本語モード表示名の最後に(&amp;R)のように記述すると、【Alt】＋【R】キーに

よるショートカットを表し、画面上では（R）と表示されます。英語モード表示名

では（）を使わずに、ショートカット文字の直前に&amp;を記述します。

例

<Cpation>

<jp>戻る(&amp;R)</jp>

<us>&amp;Return</us>

</Caption>

<留意事項>

プログラムを再セットアップすると、カスタマイズ情報は全て失われます。再セッ

トアップを実施する場合は、カスタマイズしたリソースファイルのコピーを取って

おき、再セットアップ実施後、（３）受注側クライアントプログラムのリソースフ

ァイルの登録手順に従ってリソースファイルを再登録してください。
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４．３．２使用環境設定
（５）帳票テンプレートファイルのカスタマイズ

手順
1/3

（D） 帳票テンプレートファイルをカスタマイズすることにより、項目の名称を変

更することができます。帳票テンプレートファイル名と帳票名については、

（２）帳票テンプレートファイルの確認手順（A）を参照して下さい。

（a） 帳票テンプレートファイルを開き、該当箇所を変更します。

帳票テンプレートファイルの開き方については、（２）帳票テンプレート

の確認手順（A）を参照して下さい。

① 変更対象のセルを選択し、項目の

名称を変更します。
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４．３．２使用環境設定
（５）帳票テンプレートファイルのカスタマイズ

手順
2/3

<注意事項>

 実際のデータが出力されるセルには、以下の図のような文字列が記入され

ています。 その文字列を変更または削除した場合、帳票の印刷プレビュー、

印刷が正常に動作しません。該当の文字列を変更または削除しないで下さ

い。

項目名以外の文字列は削除、変更しな

いように気を付けて下さい。
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４．３．２使用環境設定
（５）帳票テンプレートファイルのカスタマイズ

手順
3/3

(b) 帳票テンプレートファイルを上書き保存し、Excel を終了します。

帳票テンプレートファイルの上書き保存については、（２）帳票テンプレート

の確認手順（E）を、Excel の終了については、（２）帳票テンプレートファイ

ルの確認手順（F）を参照して下さい。
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４．３．３　社内システムとのインタフェース

ここでは、受注側クライアントプログラムと社内システムとのインタフェースにつ

いて説明します。

　・社内システムとのインタフェースとなるディレクトリ　………………　(1)参照

　・Ｕｐｌｏａｄディレクトリに関する仕様　………………………………　(2)参照

　・Ｄｏｗｎｌｏａｄディレクトリに関する仕様　…………………………　(3)参照

　・エラーファイルディレクトリに関する仕様　……………………………　(4)参照

　・Ｕｐｌｏａｄディレクトリに保管されたファイルのチェック仕様……　(5)参照
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（１）社内システムとのインタフェースとなるディレクトリ

社内システムとのインタフェースとなるディレクトリを表４．３．３－１に示し

ます。

表４．３．３－１ 社内システムとのインタフェース用ディレクトリ

名称 用途

Upload ディレクトリ

初期値：「インストール先」¥Upload

受注側クライアントプログラムが EDI サ

ーバへ送込むデータファイル（回答デー

タファイル）を社内システムが保管する

領域。

Download ディレクトリ

初期値：「インストール先」¥Download

受注側クライアントプログラムが EDI サ

ーバから取得したデータファイルを保管

する領域。

社内システムはこのディレクトリに保管

されているデータファイルを取り込む。

エラーファイルディレクトリ

初期値：「インストール先」¥ErrorFile

Upload ディレクトリに保管されたデータ

ファイルのうち、受注側クライアントプ

ログラムが実施したチェックに不合格と

なったデータファイルを格納する領域。

※各ディレクトリの初期値について、プログラムインストール時にインストール

先を変更しなかった場合、「インストール先」は「C:¥Program Files¥EDIClient」

になります。

※各ディレクトリは変更可能です。変更方法については、「３．４．１（４） 一

括送受信設定手順」を参照してください。
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（２）Upload ディレクトリに関する仕様

Upload ディレクトリに関する仕様を表４．３．３－１に示します。

表４．３．３－２　Upload ディレクトリに関する仕様

No 仕様 備考

1 受注側社内システムは、名称.tmp でファイ

ル書込みを行い、書込み完了後に名称.xml

にリネームする。

書込み中ファイルの排他制御

を行うための仕様

2 名称については特に規定しない。 エラーファイルの上書き防止

のために、各ファイル名がシス

テムの稼動期間中ユニークに

なるようにすることが望まし

い。

3 本ディレクトリに保管されているファイル

は、受注側クライアントプログラムが EDI

サーバへの送信処理終了後に削除を行う。

受注側クライアントプログラ

ムが主導権を持っているため。

4 Upload ディレクトリに保管するファイルの

最大サイズは 1ファイルあたり30MB 以内と

する。

受注側クライアントプログラ

ムでのレスポンス向上対策に

よる。
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（３）Download ディレクトリに関する仕様

Download ディレクトリに関する仕様を表４．３．３－３に示します。

表４．３．３－３　Download ディレクトリに関する仕様

No 仕様 備考

1 受注側クライアントプログラムは、名

称.tmp でファイル書込みを行い、書込み完

了後に名称.xml にリネームする。

書込み中ファイルの排他制御

を行うための仕様

受注側社内システムは拡張子

が xml であるファイルを対象

に取込み処理を実施すること。

2 名称は以下のルールで設定する。

sessionID-情報区分コード-EDI サーバコー

ド--受注者コード

sessionID：EDI サーバが設定するセッショ

ン識別子（yyyymmddhhmmssnnn）

nnn は 3桁の連番

情報区分コード：ファイルに含まれるデー

タの情報区分コード 4 桁

EDI サーバコード：データ取得元 EDI サーバ

の統一企業コード 12 桁

受注者コード：受注者の統一企業コード 12

桁

EDI サーバから取得するデー

タは、100 メッセージ毎に 1フ

ァイルに結合されます。

つまり、1 ファイルには最大

100JPTRM タグが存在すること

になります。

これは、受注側クライアントプ

ログラムでのレスポンス向上

対策によります。

3 受注側社内システムがファイル削除を実施

する。

受注側社内システムが主導権

を持っているため。
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（４）エラーファイルディレクトリに関する仕様

エラーファイルディレクトリに関する仕様を表４．３．３－４に示します。

表４．３．３－４　エラーファイルディレクトリに関する仕様

No 仕様 備考

1 受注側クライアントプログラムは、Upload

ディレクトリに保管されているデータファ

イルのうち、チェック NG のファイルをエラ

ーファイルディレクトリに移動する。

受注側社内システムがチェッ

ク NG ファイルの原因調査を行

うため。

2 エラーファイルディレクトリへのファイル

の移動にあたっては、名称.tmp でファイル

書込みを行い、書込み完了後に名称.xml に

リネームし、Upload ディレクトリより該当

ファイルを削除する。

書込み中ファイルの排他制御

を行うための仕様

3 ファイルの移動にあたっては、移動元ファ

イルのファイル名を維持する。

同名ファイルがエラーファイ

ルディレクトリに存在する場

合は上書きする。

4 受注側社内システムがファイル削除を実施

する。

受注側社内システムが主導権

を持っているため。
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（５）Upload ディレクトリに保管されたファイルのチェック仕様

Upload ディレクトリに保管された EDI サーバへ送込むデータファイルのチェッ

ク仕様について表４．３．３－５に示します。

表４．３．３－５　ファイルのチェック仕様

No チェック仕様 備考

1 DOCTYPE 宣言の存在チェック XML 妥当性検証に DOCTYPE 宣言は不可欠

2 XML 妥当性検証

3 MGH の存在チェック MGH に設定されている内容に従い、データ

送信先の EDI サーバの特定、クライアン

ト認証キーの特定を行うため MGH の存在

は必須。

4 MGH の JPC06 ノード（発信者コー

ド）にセットされた受注者コード

と 、 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ る

Supplier-code ノードにセットさ

れている受注者コードが一致し

ているかどうか？

チェック NG のデータが存在する場合、チェック NG となった原因を記述したメ

ールが送付されます。

エラーの内容と対策については、３．４．１（７）エラー時の対処方法を参照

してください。


